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大学横断的外国語eラ ーニ ング支援の展開

鈴 木 右 文

1は じめに

そ もそ もeラ ーニ ングを大学英語教育 に導入す るこ との是否 自体が議

論の対象 となるのだが、本稿では是 とする ことを前提 として、国立七大

学外国語 連絡協議会 附属サ イバー ・ユニバ ー シテ ィ委員会 を中心 にして

進め られている大学外 国語教育 におけるeラ ーニ ング支援 について、現

段 階での評価 を まとめることを目的 とする。 なお、支援の中 には英語の

オンライ ンマルチメディア辞書開発 も含 まれてお り、本稿 は筆者が研 究

分担者 となってい る科学研究費補助金基盤研究(A)「 外 国語サ イバー ・

ユニバー シテ ィ用 マルチメデ ィア辞書開発研 究」(課 題番号18200050)

の支援 も受 けている。 また、九州大学言語文化研究 院で は、中期計画の

平成20年 度計画 で 「国立 七大学 で開発 中 の授業 支援 システムの改 良 ・

コンテ ンツ開発作成 ・オンライン辞書開発 に積極的 に関与す る。合 わせ

て、 これまでの中問報告 をす る。」 と謳 ってお り、本稿 はその中間報告

も兼ねる。 さらに、筆者の 口頭発表 「国立七大学サ イバー ・ユニバー シ

テ ィ ・プロジェク トによる英語教材等の開発」(大 学英語教育学会 九州 ・

沖縄支部 第22回 支部研究大 会:2008年7月5日)の 一部内容 の文 字化

の意味 をも兼 ねる。

2支 援体制

九州大学、大阪大学、京都大学、名古屋大学、東京大学、東北大学、

北海道大学 の国立七大学 に外 国語連絡協 議会が あるが、1999年 に この

協議会の附属機 関 として、サ イバー ・ユニバ ーシテ ィ委員会が発足 した。

その背後 にある理 由 として は、国立七大学 の外 国語担 当部局の生 き残 り

とい う意 図が あったで あろうと思われるが、 その主要 な使命 と目された

のは、1990年 代後半 の大学 の世界 に箱物 としてのCALL教 室 が導 入 さ

れ始めた ことを受けて(九 州大学で は1997年 導入)、 やがてそ こで展開
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される授業の方法や教 材の本格 的な開発の要請が強 まるこ とを見越 し、

その対策 を七 大学 の外国語教 員の連携 の も とにはか ってい くこ とであ

った。

CALLで 機械 の力 を借 りる意味 は、大学 経営側 に してみれ ば、 よ り

高度 なことがで きる ようになる という点 と、同 じことが より省力 的にで

きる ようになる とい うこ との2点 あ る。 少 な くともCALL導 入 の当初

は、通常教室では実現 困難 なマルチ メデ ィア環境 を利用 した授業 とい う

こ とに注 目が集 まったが、最近で は授業の大規模化 と自律学習の導入 に

よ り、教員等の コス トの削減 とい う部分 にも光が当て られている(九 州

大学 と北海道大学 でのCALL英 語授業 を少 し リサ ーチすれ ばす ぐにそ

の傾 向は見 て取 れ る)。 その傾 向へ の賛否は さてお き、 サイバ ー ・ユニ

バ ーシティ委員会ではこの点 を早 くか ら予測す る先見性 を有 して いた。

そのため、プ ラ ッ トフ ォーム として外国語授業用 のLMS(ラ ーニ ング

マネジメン トシステム)を 無償で提供する ことを目指 し、 また どの教育

機関で も無償 で利用で き改変 も自由なオープ ン ・コンテ ンツの開発 を志

して、七大学が協 同 し、導入 コス トの低 廉 な外 国語授業 システムユニ ッ

トを目標 とした。

サ イバー ・ユニバーシテ ィ委員会 は国立七大学 だけの もの であ るが、

開発体制や利用校 を開拓す る意図 もあ り、国立七大学以外 の大学の教員

に も呼 びかけて、「外国語サ イバ ー ・ユ ニバー シテ ィ ・プロジェ ク ト」

を立 ち上げている。 これは、 国立七大学のサイバー ・ユ ニバ ーシティ委

員会の委員のみな らず、埼玉医科大学、千葉工業大学、慶応義塾大学 と

い った大学の教員 を も含 む もの で、 開発 中のLMSや コンテ ンツに興味

を示 してお られる方 々を広 く包含 した体制 となっている。

この他、学 会 として はe-Learning教 育学会か らの支援 を受 けている。

この学 会 の 設立 趣 意書 は、 上 記 プ ロ ジ ェ ク トで 開発 中 のLMSでe-

Learningの 成功 をおさめ ることも目的 として含んでい る。 また、メデ ィ

ア教育 開発 セ ンターが音 頭 を取 って、2002年 にICT活 用教育 支援 協議

会(12コ ンソーシアムか ら成る)が 発足 してお り、外 国語CUコ ンソー

シアムとい う形 でサイバ ー ・ユニバー シテ ィ ・プロジェク トが これ に参

加 している。
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3科 学研究費の取得 と開発 の流れ

この プロジェク トの遂行 に欠かせ ないのが資金調達 である。 ウェブで

展 開す るシステム とコンテ ンツの開発 となれば多額の費用が かかるこ と

は最初か ら明 らかであったので、大学横断的 に研 究者 を集めて大型 の科

学研究費 を取得 してい く必要が ある という結論 になった。その協 同体制

か ら見 て も、金額か ら見て も、文系分野で は珍 しい ことであった と思 わ

れる。一時 は大学横断的に概算要求 を しよう とい う動 きもあったが、 さ

すが にそれ は無理 なことであった。

幸 い なこ とに この プロジェ ク トで は、2002年 か ら途切 れ ることな く

科学研究 費の給付 を受 けている。 まず2002-2003年 度に受 けた基盤研究

(B)「 国立大学サ イバー ・ユ ニバー シティー用 プラ ッ トフ ォーム開発研

究」では、大阪大学サ イバーメディアセ ンターの細谷行輝教授 を中心に、

LMSと してWebOCMと い うシス テ ムの開発 が進 め られ た。 続 い て

2004-2005年 度には基盤研 究(A)「 国立大学外 国語サ イバー ・ユニバー

シテ ィ用 コ ンテ ンツ開発」 の支援 を受 け、LMSと 組み合 わせ る教材 開

発 に力が注がれた。 さらに2006-2008年 度 は、基盤研究(A)「 外 国語

サ イバ ー ・ユ ニバ ー シテ ィ用 マ ルチ メデ ィア辞 書開発研 究」 に よ り、

WebOCMを 支援 す るオ ンライ ン辞書のマ ルチメデ ィア化 をはかる こと

となった。 これ に続 いて、実用段 階 としての応用 を目指 し、2009-2013

年度の予 定で科学研究費基盤研究(A)を 申請中である。

4LMSと して のWebOCMと その評価

教材 コ ンテ ンツだ けが存在 して も、LMSが なけれ ばウェブ上 で学習

を行 うメ リッ トはあま りない。 なぜ な らば、提供す るのが教材だけな ら、

紙の教材 を使用 した授業 を実施 して も大差ないか らである。教材の文字

部分や図表な ども紙 の上 で表現で き、画像や動 画 も通常 の授業 の中で導

入可能であ り、 ウェブ上 の動画で行 われ る説明 も、教 員が直接授業の場

で行 って も等価 である。

ウェブを利用す ることの利点 は、LMSを 組み合 わせ る ことによって

こそ大 き くクローズア ップされる。通常の授業 と異な り、学習者 の学習

行動が記録 されれば、特 定の学習者 の学習行動 をつぶ さに しか も簡便 に

調べ ることがで きるので、ひ とりひ とりに対 して豊富なデー タに基づ い

た指導 を行い、成績評価 をきめ細や かな基準 に従 って行 うことがで きる



34鈴 木 右 文

ようになる。 これ に対 し、通常の授 業では、 ひ とりひ とりの受講者がい

つ どれだけの取 り組みを しているのかがなかなかわか らない ものであ り、

それゆえに試験で成果 を測 ろうとするのだが 、ウェブ学習で は毎回で も

試験 の実施が可能であ る。通常授業 では、問題 の紙への印刷、配布 、回

収 、採 点、集計 な どが必要 になるが、ウェブ学習 の場合 は、作 問 さえす

れば、他 のプロセスを教員が 自らす る必要 はほ とん どな くなる。

また、授業 の内容 によっては、教室 に受講者が集合 しな くて も授 業が

成立 しうる ということもまた大 きな利点 である。 ウェブ上の 自律学習 を

主 とした授業で は、同 じ物理的空間に受講者 と教員がい なければな らな

い とい うこ とはない。 ウェブ上の空間を共有 しているのであ るか ら、物

理 的な場所の制約か ら解 放 され、サーバ にアクセス可能 な場所であれば

どこか ら参加 して も授業は成立 しうる。 これに対 し、通常の授 業では、

その場 に出席 しなけれ ば参加 は不可能 である。大学 にお ける外 国語科 目

は、 やが てはこの方向 を目指す ことになるだろ うと予測 され る。なぜ な

ら、ほ とん どの受講者が 自宅か らのア クセスや、持 ち歩 くノー トパ ソコ

ンや携帯端末 を利用す るようになれば、 ウェブ学習 を内容 とする外 国語

科 目の ため にCALL教 室 を多数用意 す る必要が な くな り、 大学 に とっ

て財政 的メ リッ トが絶大だか らである。

サ イバー ・ユニバー シテ ィ ・プロジェク トにおい ては、WebOCMと

い うLMSを 開発中であ るが、上記の利点 に加 え、普及 を 目指 して、操

作 の簡便性 を重視 してい る。開発 の中心 的存在であ る既出の細谷教授 の

言 を借 りれ ば、機械 に強 くない文系 の教 師で も楽 に使え る徹底 した簡便

性 を備 える もので なければ普及 しない、 とい うことであ る。それ まで ク

リック2回 で行 っていた操作 が クリック1つ でで きるようにLMSを 作

り込 むという方針の もとで、具体 的開発が推進 されて きた。

さらにWebOCMの 最大 の武器 は、無償だ とい うことである。 このプ

ロジェク トの存在意義はeラ ーニ ングの普及 による外国語学習の高度化 ・

効率化 にあ るので、 コス トをプロジェク ト側で引 き受け、利用 する側が

金銭的負担 を必要 と しない ように しよ うとい うわけである。 また、 コ ン

テ ンッを無償で提供 しようとして も、肝心の プラ ッ トフォーム側 が有償

であればあ まり意 味がないので、無償 のLMSを 開発す るこ とがぜ ひ必

要 であ る。

WebOCMは 外 国語教 育で使用 され ることを念頭 に、使 いやす い機能
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を盛 り込んでお り、教 師用 のメニューに並んでいる機 能を見ればその こ

とがわか る。 まず最 も目立つのが試験作成の システムで、 あ らか じめ用

意 されてい るテ ンプ レー トによ り、穴埋め形式、選択形式(ラ ジオボタ

ン、 チェ ックボ ックス、 プルダウ ンメニュー)、 記述形式が 選べ る。選

択式 と穴埋 め式 であれば正解 を設定 してお くことに よ り自動採点 され、

記述形式 は教員が見て点数 をイ ンプ ッ トしてい く。 この他制 限時 間の設

定、終了後の正解表示 の有無の設定、受験 回数の制 限、 リスニ ングの問

題の繰 り返 し聞 くことので きる回数の設定な どが可能 である。 問題 には

テキス トの他、音声 フ ァイルや静止画、動画 を付加す るこ とが で きる。

作成 された試験 はテス ト管理 メニ ューで管理 する ことが で きる。作 り

お きした試験 問題 のひ とつ ひ とつ について、受講者 に公 開す るか非公開

とす るか を制御 し、修正や削除 もこの メニューの中で処理す る。問題 は

テス ト、小 テス ト、練習 問題の3段 階 にランク分け される。試験の実施

時 にはス クリー ンいっぱいにウィ ン ドウが広が り、解答 を入力 しない限

りその ウィン ドウを閉 じるこ とがで きず、従って解答時 に他の ソフ ト等

の支援 を受ける ことがで きない ようになっている。 この機能 は自宅で試

験 を受験 させる ような ときにはあ る程度有効であろ う。

成績管理 メニューでは、成績 に関係 したデー タが受講者 ご とに示 され

る。示 される項 目は、消化 テス ト数、テス ト平均点、消化小 テス ト数、

小 テス ト平均 点、消化練習 問題数、練習問題平均点、 出席率、遅刻、早

退、欠席、総出席 時間、総 自習時間、質問数、質問評価平均で ある。そ

して成績 の 自動計算 も行 われて総点 とい う項 目として表示 され るが、テ

ス ト平均 点、小 テス ト平均点、練習問題平均 点、出席率、 コ ミュニ ケー

シ ョンシステム(後 述)で の質問数、その質問へ の評点の6つ を どの よ

うな割合で合計す るかを設定 してお く。授 業後の単位認定時の評点 にそ

の まま使用で きる ところが有用で、 しか も算定方式 を クラスの特性等 に

応 じて変更で きる点 は便利であ る。九州大学の英語科 目で の現行の ウェ

ブ学習では、各種 のデー タは計算 され るが、成績 の最終評価 は教員が シ

ステム とは別に算定式 を考案 し、計算 しな くてはな らない。WebOCM

が教員の負担減 を標榜す る所以であ る。

出席管 理 メニューでは、 クラス全体 としての出席、 欠席 、遅刻 、早退

の履歴 を表示する。 しかも時間推 移による数値の変化 を表すグラフがワン

タッチで表示 される。ユーザ管理や各種環境設定は もちろん可能である。
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この他 アップロー ドメニュー とファイル管理 メニューが ある。 ア ップ

ロー ドメニューでは、テス トや授業で使用する各種 ファイルをア ップロー

ドす る。 ファイル管理 メニューで は、 アップロー ドした ファイルを受講

者が ダウンロー ドするのを許可す るか しないか を制御 した り、削除 した

りで きる。

最後 に、 「新世界」 と命名 された クラス コ ミュニケー シ ョンシス テム

が ある。 これは各種の便利 な機瀧 を付加 したBBSで あ り、 教員への質

問 には教員側か ら評 点 を与 えるこ とがで き、積 極的な コミュニケー シ ョ

ンへの参加 を促 進す る システム となってい る。

このWebOCMは い くつかの大学で試用が重 ね られ、フ ィー ドバ ック

を受 けて次 々 と改 良が重ね られて きてい るが、2007年 度か らの5力 年

計画 「高度外国語教育全 国配信 システムの構 築」 で、大阪外国語大学 と

統合 され た大 阪大学 に より、後継 システム と目され るWeb4uと い うシ

ス テムの開発 も進行 中である。

WebOCMは 、開発者の献身的な努力 と使用 した外国語教員か らのフィー

ドバ ックで、必要な機 能を きちん と持 った優秀 なLMSに 育っているが、

教員が独 自に選定 した教材 との組合せ を前提 に しているために発生す る

と思われ る問題 点 もある。確か にウェブ、テキス トフ ァイルな ど、教材

の形式 を選ばない ところはよいのだが、九州大学 の英語科 目で利用中の

「ぎゅっ とe」(参 考:http:〃gyuto-e.jp)の ように、 シンプルな問題集

に作 り込 んであ る教材で はまだ使 い に くい点が ある。 まず、WebOCM

で は、授 業の コンテ ンツが まずあ って、その他にテス トが授業 の評価の

た めにその都 度作 成 され るのだが、 「ぎゅっ とe」 は問題 を解 くドリル

その ものが教材 なので、学期の 開始時にはすべ ての問題が で きあが って

お り、テス ト機 能 こそが授業の 中心 とな るのだが、大量 の問題 を作 り込

むことを前提 に してテス ト機能が設定 されているわけではない分、 ワー

ドファイル原稿 か らの一括 テス ト化が難 しいな ど、不便 な部分 もあ る。

また、問題 の消化ペ ースが遅 い と無理 な追 い込 み をか ける こ とにな り

(鈴木(2008)を 参照)、 学習が雑 にな ると考 え られるのだが、 その点

を指導す る場合 、単位期 間ご と(例 えば1週 間)の 消化ペ ースの推移が

わか るような機 能や、受講者 に自分の学習ペースが理想的 なペース と比

べて どの くらい違 うのかが わか るような機 能が欲 しい ところであ る。 し

か し、 こうした要望 に柔軟 に対応で きるの もWebOCMの 特徴であ り、
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いずれ解決 される もの と期待 される。

5教 材 の開発

教材 の開発 も、サ イバー ・ユニバー シテ ィ ・プロジェク トの枠組 みで

鋭 意進行 してお り、 ドイツ語 とフランス語 で供用が既 に開始 されている。

「CALLド イツ語」(http:〃gcall.rche.kyushu-u.ac.jp)、 「クリック ・ル ・

フランセ」(http:〃fcal1.rche.kyushu-u.ac.jp)と い う成果物が で きてお

り、教育機 関単位 で外部ユーザか らのアクセスのガー ドさえしっか りか

ければ、無償 でサーバに置 き、利用す るこ とがで きる。 「CALLド イツ

語 」は九州大学大学院言語文化研 究院の岡野進教授 ・阿部吉雄教授 ・ア

ン ドレアス=カ スヤ ン准教授 と東北 大学大学 院国際文化研 究科の杉 浦謙

介教授が 開発 した もので、「文法解説」 「練習 問題 ・テス ト」 「ビデオス

キ ッ ト」 か らな り、完全 な自律 学習で文法学習 と対話練習 を進めてい く

ことが で きる教材 であ る。 九州大学 で は、 「CALLド イツ語」 「ク リッ

ク ・ル ・フランセ」 とも、学内か らのア クセスは 自由で、学外か らは認

証を受けてログインすることになっているが、九州大学の学生番号 を持っ

ていれ ばIDと パス ワー ドが入手可 能であ る。 「CALLド イ ッ語」 は一

部の授業で使用 されて きてお り、 「ク リック ・ル ・フラ ンセ」 もフラン

ス語の受 講者 に広 く紹介 されて きた。

韓 国語は、九州大学言語文化研究院の曹美庚准教授が中心 となってウェ

ブ上の韓 国語教材 や韓 国語辞書機能 を開発 して きている。精力的 に多 く

の開発プ ロジェク トや科学研究費 による研究 開発 グループに名 を連ね、

辞書、教材 ともにかな りの段階 まで開発 が進 んでいる。教材 については

あ とわずかで形 がで きあが るところまで来ている。

英語は ドイツ語、 フラ ンス語、韓国語 に比べ て遅 れているが、進行 し

てい る。実質的には筆者 を含めた九州大学言語文化研究 院教員が九州大

学の英語科 目のために制作 中の ものが、制作 に筆者が 関わってい るとい

うことで、サイバ ー ・ユ ニバー シティ ・プ ロジェク トの枠組みでの開発

の側面 も持ってお り、 オープ ンソース として供 出 されるこ とが期待 され

てい る。少な くとも筆者 は、九大生のみな らず、 もっ と多 くの利用者 に

資するために開発 にかか わっているつ もりである。九州大学の英語llB・

皿Bで は、広島市 立大学 の青木信之教授 と渡辺智恵准教授が制作 し、市

販 されてい るウェブ学習教材の 「ぎゅっとe」 を採 用 しているが、 よ り



38鈴 木 右 文

九州大学 の学生 に合った内容の学習へ修正 してい くため に、 「リーデ ィ

ング」、 「リスニ ング」、お よび 「グ ラマー等」の 問題 を九州大学 側で開

発中である。

「リーデ ィング」 は開発 が二期 に分か れてい る。第一一期 は2004-2005

年度 の科学研 究費基盤研 究(A)「 国立大学 外 国語 サイバー ・ユ ニバー

シティ用 コ ンテ ンツ開発」(課 題番号16200047)の 枠組み で、九州大

学の英語1で 使 用 してい る共通教科 書 『APassagetoEnglish大 学 生の

ための基礎 的英語学習情報』(九 州大学出版 会)(筆 者 も編者の一人)の

当時の版に含 まれているリーデ ィングの素材(英 国の社会 と文化、電子

メールの書 き方、英語の諸相 など)に 対 して、北海道大学 の開発 グルー

プが客観式の問題 を多数付 し、WebOCMで 使用 で きる状態 に した。 こ

れは今か ら思 えば部 内の試作品 と言 える ものであったが、問題の内容は

英語1の 小 テス トや定期試験 として多数利 用 されてい る。

第二期 は、 「ぎゅっ とe」 の後継 を 目指 し、九州大学言語 文化研 究院

の教員が 、2007年 度後期 に着 手 し、著作 権 フ リーのエ ッセ イに5つ の

客観式 の設問 を付 した問題 を60題 開発 した。 同 じ問題 を繰 り返 し使 用

す ると受講側 も先輩か ら答 えを教 えて もらって対処す る とい うようなこ

とが横行す るのは 目に見えているので、で きるだけ問題数 を増やすべ く、

その後の計画 も立 てな くてはならない ところである。本文の内容 は大学

での読解 にふ さわ しい じっ くり読め るものを 目指 し、 問題 も水準の高い

もの を目指 した。

「グラマ ー等」 について は、語法、 文法、その他の3つ の カテ ゴリー

に問題が分 かれ、 それぞれ さ らに初級 、中級 、上級 の レベ ルに分類 され

ている。初級 は大学入学 まで に修得で きているはずの 内容 を固め るため

の問題で、中級 は まさに大学生が身 に付 けるべ きもの、上級 は特 に力 を

伸 ばす こ とを志す者 のための問題 となっている。 「その他」 の中には、

英語圏の歴 史やジェスチ ャーや英文の書式な ど、周辺 的項 目について も

積極 的に採用 し、学術的な読解 や作文の際に役立つ作 問を心がけている。

現在の ところ300題 程度が蓄積 され てお り、作 問には九州大 学言語文化

研究院の英語教 員ほぼ全員が関与 している。

「リスニ ング」 は まだ構想 の段 階であ り、最 も立 ち後 れているが、数

年内に九州大学 内で使用 を開始す ることを目指 している。
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6オ ンライ ン辞書の開発

サイバー ・ユ ニバ ーシテ ィ ・プ ロジェク トで取得 してい る科学研 究費

補助金基盤研究(A)「 外 国語サ イバー ・ユ ニバー シテ ィ用マ ルチ メデ ィ

ア辞書 開発研究」(課 題番号18200050)で は、 ドイツ語 とフランス語 の

他、英語 部会 として筆者 と大阪大学サイバ ーメデ ィアセ ンター竹蓋順子

准教授 と北海道大学情報基盤セ ンター野坂政 司教授が中心 となって、英

語のマルチメデ ィア辞書の開発 を2006-2008年 度 に実施 した。

WebOCMに は既 に ワンタ ッチ辞書 が装備 されてお り、WebOCMを

起動 した状態 でInternetExplorerに よって閲覧中の ウェブサ イ トにあ

る単語 をクリックす る と、その辞書情報 がWebOCMの 表示画面 に提示

される。 この辞書機能のマ ルチメデ ィア化が この科学研究費 による事業

が 目指 した ものであるが、英語の部分につ いては、筆者 を中心 に撮 影 し

た静止画(身 の回 りの もの を中心に海外 の事物 を含 む)を 加 え、竹蓋准

教授 が録音手配 した見 出し語や例文の音声 を付加 した。 これ に加 えて、

大学英語教 育学会(JACET)が 開発 したJACET8000の 語 彙 レベ ル表

示 を同学会 の許諾 を得 て表示 し、例文 とその和訳 を、 『JACET8000英

単語』(桐 原書店)(学 会 と出版社 の許諾済)と 「APassagetoEnglish

大学生 のための基礎的英語学習情報』 第3版(九 州大学出版会)か ら多

数追加 した。 かな り使いやすい辞書 に変貌 した もの と考 えてい る。実際

にこれ らが装備 されるの は2008年 度末 になる予 定である。

因みにこのオ ンライ ン辞書の利点は、 ワ ンタッチであ るがゆ えに、文

字の入力 の必要が な く、 リーデ ィングの作業 の中断時 間を最小化する効

果 を持 ち、紙 の辞書や独立 した電子辞書 を引 くよ りも圧倒的 に早 く、読

解 のプロセスを妨 げない とい うことにある と言 える。

7今 後 の こと

九州大学 の英語科 目にぜ ひWebOCMを 導入 したい と考 えてい るが、

本稿執筆段 階では英語教員団の最終認可が まだ得 られていない。 しか し、

教材 コンテ ンツに関 して は、今後 とも開発 を続 け、高大連携や院生に対

する英語教育や リメデ ィアル教育の観点 か ら使 えるような教材等 も視野

に入れ、様 々の素材 を置 き、そ こか ら目的に応 じてコー スを構 成で きる

ような教材 デー タベー スがで きない ものか と夢 見ている。そ してで きれ

ばそれをサ イバ ー ・ユ ニバー シテ ィ ・プロジェク トの産物 と して、認証
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さえかければ どの教育機 関で も利用、加工が可能になるよ うな ものにで

きれば よい もの と考 えている。
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